
　

核
融
合
科
学
研
究
所
で
は
、核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
現
を
目
指
し
て
三
つ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
大
型

ヘ
リ
カ
ル
装
置（
Ｌ
Ｈ
Ｄ
）計
画
、数
値
実
験
炉
研
究
、核

融
合
工
学
研
究
〜
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
昨
年
度
の
主
な
研
究
成

果
に
関
す
る
記
者
発
表
を
、四
月
三
日
に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、四
月
四
日
か
ら
六
日
に
は「
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

成
果
報
告
会
」が
開
催
さ
れ
、百
名
を
超
え
る
研
究
者
が

参
加
し
、詳
細
な
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｌ
Ｈ
Ｄ
計
画
」で
は
、重
水
素
ガ
ス
を
用
い
た
実
験

に
よ
り
、イ
オ
ン
温
度
一
億
二
千
万
度
を
達
成
す
る
な

ど
期
待
通
り
プ
ラ
ズ
マ
性
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。「
数
値
実
験
炉
研
究
」で
は
、バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
装
置
を
使
っ
て
、将
来
の
ヘ
リ
カ
ル
型
核

融
合
炉
の
設
計
デ
ー
タ
を
三
次
元
仮
想
空
間
に
表
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、核
融

合
炉
の
組
立
手
順
を
確

認
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
ま
し
た
。「
核
融
合

工
学
研
究
」で
は
、バ
ナ

ジ
ウ
ム
合
金
を
高
純
度

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

核
融
合
炉
に
必
要
な
高

温
で
の
強
度
を
維
持
し

た
ま
ま
、加
工
や
溶
接

に
も
適
し
た
合
金
の
開

発
に
成
功
し
ま
し
た
。

平
成
二
九
年
度
に
実
施
し
た
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
発
表
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ご覧いただけます 

春
の
使
者
〜
黄
砂
〜
は
本
当
に
悪
者
？

あしたの地球　テラ・ストーリーあしたの地球　テラ・ストーリー

　
こ
の
時
期
、
洗
濯
物
や
車
を
汚
し
て
し
ま
う「
黄
砂
」。や
っ
か
い
な
存
在
で

す
よ
ね
。最
近
で
は
、花
粉
症
の
時
期
と
重
な
っ
て
、ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
重
く

な
る
と
い
っ
た
話
も
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
黄
砂

と
環
境
問
題
に
ま
つ
わ
る
話
を
し
ま
す
。

　
黄
砂
に
よ
る
健
康
被
害
は
環
境
省
を
中
心
に
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
、呼
吸
器
疾
患
な
ど
と
の
関
連
を
示
す
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

が
、未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
い
よ
う
で
す
。予
防
と
し
て
は
、花
粉
と

同
様
、
飛
来
情
報
の
活
用
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。（
詳
し

く
は
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
健
康
被
害
に
関
連
し
て
、
中
国
の
大
気
汚
染
と
の
関
わ
り

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。黄
砂
は
元
々
、
ア
ジ
ア
大
陸
内
陸
部
の
砂
漠
で
巻
き

上
げ
ら
れ
た
土
の
微
粒
子
で
す
が
、中
国
都
市
部
上
空
で
汚
染
物
質
を
付
着
し

て
飛
ん
で
き
て
い
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
は
、
安
心
で
き

る
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。中
国
の
大
気
汚
染
は
近
年
急
速
に
改
善
し
て
い
る
の

で
す
。左
上
の
図
は
、
ぜ
ん
そ
く
の

原
因
に
も
な
る
二
酸
化
硫

黄
の
濃
度
を
N
A
S
A
の

人
工
衛
星
が
長
期
間
観
測

し
た
結
果
で
す
。二
〇
〇
五

と
二
○
一
六
年
で
は
、
明
ら

か
に
二
酸
化
硫
黄
が
各
地

で
減
少
し
て
い
ま
す
。二
酸

化
硫
黄
は
主
に
火
力
発
電

所
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す
が
、

脱
硫
装
置
な
ど
の
対
策
が

普
及
し
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
す
。黄
砂
に
汚
染
物

質
が
付
着
す
る
と
し
て
も
、

そ
の
量
は
確
実
に
減
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。

【参考】環境省報道発表資料（2018/3/26）
https://www.env.go.jp/press/105328-print.html

地球温暖化、異常気象、食料危機、資源枯渇と、地球は多くの問題を
抱えているよね。いま、ぼくたちのできることを考えてみよう。

中国における二酸化硫黄濃度分布の 2005 年（左）と 2016 年
（右）の比較 (NASA Earth Observatory images by Jesse)

　核融合エネルギー実現ための学術研究について多くの方に
知っていただくため、5月3日（木・祝）に東京お台場の日
本科学未来館で科学イベントを開催します。講演会やパネル
展示に加えて、科学実験や科学工作教室など、楽しみながら
科学や核融合が身近に感じられるイベントをたくさん用意し
ています。特別講演会では、鈴木 博 先生（三菱重工業（株））
による「日本の航空機開発～MRJ、H-IIAロケット」を企画
しました。皆様のお越しをお待ちしています。
　詳 細 は http://www.nifs.ac.jp/welcome/fusionfesta/ ま
で

Fusionフェスタin Tokyo 2018　～ 核融合！未来を創るエネルギー ～



ふゅーじょん

　正解者の中から抽選で10名様にプラズマくん/ヘリカちゃん
グッズをプレゼントします。解答、お名前、ご住所、よろしけ
れば記事に対するご意見・ご感想もご記入の上、メールまたは
ハガキ（広報室宛）にてご応募ください。
　　　送付先:nifs@nifs.ac.jp（締切5月31日）
　　　（正解は次号とホームページ上で）
　2月号の正解は「C らせん状」でした。たくさんのご応募あり
がとうございました。

　近年、世界各国で民間企業における核融合研
究のニュースが学術雑誌のみならず一般の新聞
各社からも報じられるようになっています。特
に米国では、核融合研究分野で最も大きな国際
会議、「国際原子力機関（IAEA）核融合エネル
ギー会議」にて報告されて話題となったロッ
キードマーティン社（航空機の開発製造会社と
して有名）の核融合研究の取り組みや、大手IT
企業や投資銀行の創業者などからの出資を受け
て活動が行われているTri Alpha Energy Inc.
など、民間による核融合研究プロジェクトが数
多く立ち上がっています。それぞれ核融合の方
式やアイデアまたは研究の規模も様々なものが
ありますが、核融合研究を民間研究が目指すことによって研究分野が活性化していることは間違
いないのではないでしょうか。
　日本でも、浜松ホトニクス株式会社において核融合の基礎研究・要素技術開発及び産業応用研
究が行われています。同社では自社開発の核融合実験用レーザードライバーを用いてレーザー方
式での核融合実験が行われています。右上の写真は、同社の中央研究所 産業開発研究センター（浜
松市西区）に設置されているレーザー核融合の基礎実験に用いる真空容器です。これまでに、レー
ザー、光学材料、ターゲット、計測システムといった核融合研究の基盤技術や、産業化を見越し
た高繰り返しレーザーを用いた核融合反応の実現への見通しを得る成果が大学等との共同研究を
通じて得られています。
　ご紹介した海外や日本の民間企業と大学共同利用機関である核融合科学研究所は、立場が違い
ますが、核融合エネルギーを実現させたいという同じ志のもとで、切磋琢磨しながらより良い研
究成果を上げていきたいと考えています。

A 　1周年
B 　10周年
C　 20周年

ープラズマ・核融合ミニミニ辞典ー
国内外の民間企業でも核融合研究が進められ
ています！

大型ヘリカル装置が実験を開始してから今年で何周
年を迎えたでしょうか？

クイズDEプラズマ博士

レーザー核融合の基礎実験に用いる真空容器（浜松ホト
ニクス株式会社写真提供）

　我が国独自のアイデアに基づく超伝導プラズマ
実験装置・大型ヘリカル装置（LHD）は、平成
10年3月31日、最初のプラズマ生成に成功し、
以降20年間、名実ともに世界のプラズマ研究の
フロントランナーとしてプラズマ物理・核融合研
究の発展に貢献してきました。平成29年3月か
らは、重水素ガスを用いた実験（重水素実験）を
開始し、この第1年次の重水素実験でイオン温度
1億2,000万度を達成しました。これは、核融合
発電の実現に必要な3つの条件の1つであり、
LHDがこの値を達成したことは、ヘリカル型核
融合炉実現に向けた見通しが得られたという大きな意味を持っています。
　今後は、重水素プラズマを用いることで核融合発電の実現に向けた様々な課題に取り組んで
いきます。例えば、イオン温度1億2,000万度を記録したプラズマの電子温度はまだ4,100
万度程度です。より核融合条件に近づけるためには、電子温度もイオン温度に近い値まで高め
ていかなければなりません。さらに、「なぜ重水素プラズマは軽水素プラズマより性能がよい
のか」は、長年の未解決問題です。この問題を解明できれば、プラズマのさらなる高性能化に
つなげることができます。将来の核融合炉の実現への見通しを確立するために、このような様々
な学術的研究を重水素実験によって展開していきます。

20 周年を迎えた大型ヘリカル装置実験
　～今後の展開は？

LHD NOW
ナ　ウ

　核融合科学研究所の母体である自然
科学研究機構では、最先端の科学研究
について一般の方に分かりやすく説明
する「自然科学研究機構シンポジウム」
を開催しています。3月11日には、核
融合科学研究所の企画・運営により、
25回目となるシンポジウムを名古屋大
学において開催しました。今回のテー
マは「プラズマが拓く無限の可能性～
エネルギー、医療、産業、そして宇宙～」

で、様々な分野で利用されているプラズマについて、核融合科学研究所・長壁
正樹 教授、名古屋大学・石川健治 特任教授、芝浦メカトロニクス株式会社・
イヴァン･ガナシェフ 技監、産業技術総合研究所・大矢根綾子 主任研究員、
名古屋大学・草野完也 教授にご講演いただき、約230名が参加しました。自
然科学研究機構シンポジウムは、毎年度2回開催しており、今後も最新の研究
成果等について発信していきますので、皆様、ぜひご参加ください。

様々な分野で活躍するプラズマを紹介
するシンポジウムを開催

プラズマにゅーす

　道路脇の植え込み
に可愛い花が咲いて
いました。名前をキュ
ウリグサ（胡瓜草）
といいます。園芸種
のワスレナグサ（勿
忘草）の近縁種で、
そっくりの花を咲か
せます。

研究所の中や周りの自然を紹介するね
いろいろな生き物が暮らしているんだよ

さんぽみち
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